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小野米一：多変量解析法による言語変容の試験的研究

多変量解析法による言語変容の試験的研究

－－北海道の集団入植地について

小

　　

野

　　

米

〔趣

　

旨〕

　

小稿の目的は、 言語研究におけるコンピュータ利用の一方法を提示することにある。 （計算結果についての
詳細な考察は別稿にゆずる。）

　

その方法として、数量化理論第３類を用いて北海道の集団入植地における言語変容の類型化に関する試験的
研究をおこなった。 コンピュータでは、ＳＰＳＳ

　

の サ ブプロ グラム

　

ＨＡＹＡＳ１

　

３に拠った。 計算結果は、 わ

れわれの常識にきわめて近いものが得られた。この方法を利用するならば、言語現象に関するある部分につい
ては、明確に実証することが可能であると思われる。

１ ・Ｉ

　

この試験的研究のために直接使用する資料は、 福島県相馬地方からの集団入植地北海道十勝国中

川郡豊頃町二宮で、１９７１年１２月に、 全家庭１３４戸（数自家庭を除く）、 中学生以上の全住民５２０

名（出稼ぎ等による不在者を除く）のうち、８１戸３１０名（全体の約６割）について調査したもので
ある。

　

調査地豊頃町二宮は、 北海道中央部からやや東南寄りの、 帯広市のさらに東南部に位置する。 二

宮尊徳の孫尊親が、 興復社の事業として、 明治３０年から３４年までの５か年間に、 １５７戸、 ６９９人の

移住をおこなった。 二宮尊親にちなんで、 「二宮農場」 あるいは単に 「二宮」 と呼ばれ、 八つの小

部落から成る。興復社は報徳の道を開拓の基本理念とし、 明治３５年には移住民の自主組織として、
「牛首別報徳会」が結成された。 以来、 「報徳」の思想と報徳会の制度は、 現在にまで続き、 二宮

地区住民の結束をかためる大きなきずなとなっている。

＜注＞

　

この部分の記述は主として『牛首別報徳会六拾年刺 昭和３６年にもとづくほか、現地でのききとり

　　　

による。

調査対象者の、年令別人数および世代別人数は第１表および第２表のとおりである。
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（１２．３

　

）

３５

　

（１１．３

　

）

２５

　

（

　

８．１）

計 １４９

　

（４８．１） １６１ （５１．９

　

） ３１０

　

（１ＩＰ，０

　

）

第２表

　

世代別人数
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２
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３
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１・２

　

この分析のために主として用いた方法は、 統計数理研究所の林知己夫氏が体系化
した数量化理論

の第３類である。

　

林氏の数量化理論第３類は、 「外的基準変数がなく、 ケースのアイテムカテゴリーへの反応パタ

ーンのみが与えられていて、 これから、 似たものを集めて分類
をおこなうためのモデル」 である。

アイテムとは変数、 カテ
ゴリーとは変数のとる値であって、 「アイテムカテゴリーへの反応」 とは

「アイテムにおけるカテゴリーへの反応」 のことである。 すなわち、 各ケースがプラスに反応した

カテゴリーのみについて、 アイテム・カテ
ゴリーやケースの順序を入れかえたり近づけたり離した

りして動かし、 プラスの反応の分布が可能な限り一直線上にならぶようにして、 その軸についての

相関係数を求めることにより、 分類をおこなうわけである。

＜注＞

　

この部分の記掴ま三宅一郎氏の『社会科学のための統計パッケージ』 昭和４８年にもとづく。ＳＰＳＳ

　　　

はアメリカのスタンフォード大学で開発され。京都大学の三宅一郎氏らによってＦＡＣＯＭ用に書き

　　

かえられた。林氏の数量化理論第ｉ～４類（ＨＡＹＡＳＩ

　　

Ｉ～４） は、 三宅氏らによる国産プログ

　　　

ラムである。 ＳＰＳＳ

　

とは、ＳｔａｔｉｓｔｉｃａＩＰａｃｋａｇｅ
ｆｏｒｔｈｅｓ肥ｉａＩＳｃｉｅｎｃｅｓ

　

の略称である。

　

ＳＩ巻Ｓの 「ＨＡＹＡＳ１３」 は、 たとえば次のような
プログラムによって演算できる。

　　　

Ｉ

ＲＵＮ

　

ＮＡＭ旧

ＧＢＴ

　

ＦＩＬＢ

ＲＢＣＯＤＢ

ＨＡＹＡＳ１３

ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＳ

１６

＃１。 ＮＩＮＯＭ
ＩＹＡ， Ｈ

ＡＹＡＳＩ

ＮＩＮＯＭＩＹＡ

ＡＧＢ（ＬＯＷＢＳＴ ＴＨＲＵ

　

Ｉ９＝１） （２０

　

ＴＨＲＵ

　

２９＝２）

　　　

（３０

　

ＴＨＲＵ

　

３９＝３） （４０ＴＨＫＵ

　

４９＝４）

　　　

（５０

　

ＴＨＲＵ

　

５９＝５） （６０

　

ＴＨＲＵ

　

６９＝６）

　　　

（７０

　

ＴＨＲＵ

　

ＨＩＧＨＥＳＴコ７） ／

ＹＯＧＯＭＯＲＩ

　

ＴＯ

　

ＳＩＮＡＫＫＯ１（１＝１） （２， ３＝２）

　　

（４， ５コ３）

ＶＡＲＩＡＢＬＥＳ＝ＹＯＧＯＭＯＲＩ

　

Ｔ〇 ＳＩＮＡＫＫｏｌ （１９

　

３

ＡＴＴＲ１ＢＵＴＢＳ＝ＡＧＢ

　

Ｔ０

　

ｓＢ１ＫＡＴＵ

１， ２， ３， ６

（１， ３）／

（第２節参

これによって、 次の各表が印刷される。

　

①

　

変数ＶＡＲＩ配３ＬＢＳ と属性変数Ａつ門ｒＲＩＢｍｒＥＳの一覧表 （Ｖメ駅 Ｌ！Ｕ３ＢＬＳをつけたもの

　　

はそれも印刷される。 ）

　

②

　

収鰍状況を示す表

　

③

　

相関係数一覧表（アイテムカテゴリーの総数だけの軸が計算される。）

　

④

　

変数の全カテゴリーに与えられた数値の表 （第１軸から第５軸まで。）

　

⑤

　

（④についての） 第１軸から第５軸までのそれぞれについて値の小さいものから順にな

　　

らべた一覧表

　

⑥

　

ケースごとの個人スコア

　

に れは外部媒体への出力もできる。）

　

⑦

　

属性変数による統計（ケース数、 個人スコアの平均・分散・標準偏差）

　

⑧

　

展性変数の各軸間の相関係数対照表

「ＨＡＹＡＳ１３．」 の プロ グラムには、 ケース数には制限がない が、 ＶＡＲＩＡＢＬＥＳ リス ト
に

１２
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書ける変数総数は １００以下、 全変数の総アイテムカテゴリーは１５０以下という制限がある。 この

ため、 今回の資料 （変数総数２１９、 総アイテムカテ
ゴリー１０６７） を対象とする場合、 変数の再コー

ドＲＥＣＯＤＢ

　

をおこなっても、４～５回に分けて演算しなくてはならない。 （コア容量を８０Ｋ、 総アイ

テムカテゴリーを１４１とした場合、 １回の演算時間は約２２分を要した。）

ｏ ‘

　

まず、 福島県相馬地方で使われている （または使われていた） 厘言２８語を変数とし、 年令・性別

その他２２項目を属性変数として演算した。 （そのプログラムを１。２で示した。）変数２８語は

ＹＯＧＯＭＯＲ１ （ヨゴモリニ祭の前夜）

ＷＡＴＡＭＡＳ１（ワタマシニ新築祝）

ＨＯＩＴＹ０

　　

（ホイチョ＝庖丁）

α）ＮＤＡＭＴ （ゴンダモチニもち米にう

　　　　　　

るちをまぜて鳩いた餅）

ＴＵＭＢＧＩＲＵ

　

（ツメギルニつねる）

ＨＯＴＯＲＵ

　　

（ホトルニ暖まる）

ＭＥＲＵ

　　　　

（メルニ減る）

ＫＡＺＡＭＵ

　　

（カザムニ身をひそめる）

ＮＡＧＯ１

　　　

（ナゴイニなれなれしい）

ＫＡＫＡＲＡＳ１

　

（力カラシイニ気になる、 うるさい）

ＮＩＢＡＢＯ虹

　

（ニベボキニ摘み取ったり刈り ＡＮＡ

　　　　

（アナ＝の分だけ）

取ったりしたあとに出る芽） α）ＴＩＲＡ

　　

（ゴチラニぐるみ）

ＳＡＫＵＺＵ

　　

（サクズニ糠）

　　　　　　

ＫＡＫＡＲＡＳＩ

　　

力カラシイニ

　

に

ＺＡＢＡＲＡ１

　

（ザバライニ野菜や魚の売れ残り）

ＭＯＴＯＴ１

　

（モトチ 物をになう太めの支鋤

　

ＹＯＯＳＥ

　　　

（ヨオセ＝貧弱）

ＨＵＳＳＥ

　　　

（フッセニ疏菜類の自然に生

　

ＢＴＯＩ刀

　　　

（エトドニもともと）

えたもの） ＭＡＴＴＡＲ１

　

（マッタリニなど）

ＧＯＮＮ０

　　

（ゴンノニ松の落葉）

　　　

ＮＡＮＴＳ０

　　

（ナンツオ＝なんぞ）

日ＳＥＫ０

　　　

（エセコニ養子を迎えたあ

　

ＨＯＲＯＴＴＡ

　

（ホロッタニ落した、 失くした）

とに生まれた子）

　　

ＧＵＴ１

　　　

（グチニ甘やかすこと）

　　

ＫＥＮＫＥＴＵ

　

（ケンケツニ勘ねること）

であり、 それらはすべて

　

、
（Ｖ

　

（ リ ′ ム

ｆ ｉ ｉ

　 　

　

　

　 　 　 　

　

　 　 　 　 　

　

ＨＥＮＫＡＫＥＳ （ヘンカケスニ口答えする）

ＳＩＮＡＫＫＯ工

　

（シナッコイ＝やわらかくてねばり

がある）

３＝ＵＳＥ（使う）

２＝ＤＯ上虻 ＵＳＥＢＵＴ ＫＮＯＷ

　

（今は使わないが以前は使っていた、 自分は使わないが他

　

の人が使うのをきくことがある〕

１＝ＤＯＮＴ ＫＮＯＷ

という３つずつのカテゴリーに分けられている。 属性変数２２項目は

　　　

ＡＧＥ

　　　　

（年令）

　　　　　　　　　

ＫＯＳＹＯＫＵ

　

（公職の経験）

　　

ＳＥＸ

　　　　

（性別）

　　　　　　　　　

ＧＡＫＵＲＥＫ１ （学歴）

　　

ＧＥＮＥＲＡＴＮ （世代）

　　　　　　　　　

ＧＮＫＹＯＩＫＵ （言語教育を受けた経験）

　　

ＯＣＣＵＰＡＴＮ （職業）

　　　　　　　　　

ＫＴＢＺＵＫＡ１ （ことばづかいに気をつけ

　　

ＬＡＮＤ１

　　

（父の出身地）

　　　　　　　　　　　　　　

るか）

　　

ＬＡＮＤ２

　　

（母の出身地）

　　　　　　

ＫＴＢＡＩＴＥ１ （家庭内でのことばづかい）

　　

ＬＡＮＤ３

　　

（本人の出身地）

　　　　　

ＫＴＢＡＩＴＥ２

　

（近所の人へのことばづかい）

　　

ＬＡＮＤ４

　　

（配偶者の出身地）

　　　　

ＫＴＢＡＩＴＥ３

　

（町内でのことばづかい）

　　　

ＨＥＩＥＫ１

　　

（兵役）

　　　　　　　　　

ＫＴＢＡＩＴＢ４

　

（旅の人へのことばづかい）

　　

ｓＥ工ＮＢＮＫ

　

（青年会の役員の経験）

　　

ＮＢＷＳＰＡＰＲ （新聞を読むか）

ＫＯＳＹＯＫＵ

　

（公職の経験）

ＧＡＫＵＲＥＫ１ （学歴）

ＧＮＫＹＯＩＫＵ （言語教育を受けた経験）

ＫＴＢＺＵＫＡ１ （ことばづかいに気をつけてい

１３
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ＴＶ

　　　　

（テ レビを見るか）

　　　　

ＳＥＩＫＡＴＵ

　

（日常生活の満足度）

　　

ＳＹＡＫＡ１

　　

（社会的関心度）

と した。 この計算において、 固有値

　

ＥＩＧＥＮＶＡＬＵＥ

　

を求めるさいの収敏状況は

１．

　

０．０３

　

３

　

４

　

４９

２．

　

０．０

　

７

　

９

　

０

　

３

　

５

３．

　

０，０

　

０

　

４

　

７１０

４．

　

０．０

　

０１１３

　

６

５．

　

０．０

　

０

　

０

　

３

　

２

　

９

６．

　

０，０

　

０

　

０

　

０

　

４

　

２

であった。 この値が０．０００５以下になると収蝕したとされる。

　

こうして求められた固有値および相関係数（他に全分散の累積率が出力される） は、

　　

ＥＩＧＥＮＶＡＬＵＥ

　　　　　　　　　　　　　

ＣＯＲＲＥＬＡＴＩＯＮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＣＯＥＦＦＩＣＩＥＮＴ

Ｉ．

　

０．３４

　

３１２

　

５１９

　　　　　　　　

０．５

　

８

　

５

　

７

　

６

　

８８

　

９
２，

　

０．１８

　

７

　

３

　

２

　

８１９

　　　　　　　　

０．４

　

３

　

２

　

８１４

　

２

　

６

第３表

　

＃１， 第１軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第４表

　

＃１， 第２軸

変

　

数

　

名 人

　

数 ２

ＫＡＫＡＲＡＳＩ

　

Ｉ

ＭＤＢＲＵ

　　　　　

３

ＭＫ）ＴＯＴ１

　　　

３

ＳＩＮＡＫＫ０１

　

Ｉ

ＨＯＲＯＴＴＡ

　　

Ｉ

ＹＯＯＳＥ

　　　　

３

ＮＡＧＯＩ

　　　　

Ｉ

ＨＯＩＴＹＯ

　　　

Ｉ

ＨＯＴＯＲＵ

　　　

Ｉ

ＫＡＺＡ山４ｔＪ

　　　

３

ＥＳＥＫ０

　　　　

３

ＧＯＴＩＲＡ

　　　

Ｉ

ＮＡＮＴＳ０

　　　

３

ＧＯＮＮ０

　　　　

３

Ｎ工ＢＡＢＯＫ工

　

１

３６
１９

２２

３２

５０

２９

６０

３５

４５

１５

７

ｉ１５

３３

２１

９７

０．０７５８１１６９

０．０７３２６１１５

０．０７１９９１４４

０，０７６０４６９７

０．０６２５３３９５

０，０６０２０６０８

０，０５９３７４３９

０，０５６７１３６８

０．０４７６５５５６

０，０４７５１６８５

０．０４６４９７２６

０．０４６１９６９２

０，０３９１３７２２

０，０３８９３９９８

０，０３８５２０４７

ＨＥＮＫＡＫＥＳ

　

２

ＳＡＫＵＺＵ

　　　

２

ＹＯＯＳＥ

　　　　

２

ＧＵＴ１

　　　　　

２

ＹＯＧＯＭＯＲ１

　

２

ＧＯＴＩＲＡ

　　　

２

ＧＯＮＮ０

　　　　

２

ＢＳＥＫ０

　　　　

２

雌 曹ＡＲ１

　　

２
ＺＡＢＡＲＡ１

　　

２

ｗＡＴＡＭレＡＳ１

　

２

ＭＯＴＯＴ１

　　　

２

ＢＴＯＤ０

　　　　

２

ＫＢＮＫＢＴＵ

　　

２

ＨＵＳＳＥ

　　　　

２

８２

６４

２０

５４

３７
６１

３１
１２

５２

２７

３３
２３

２７

２１
１８

－０．０７７５３１３０

－０．０７９６８５５５

－０，０８２１５５３３

‐…０，０８３５３２１７

－０．０８６８２６２４

－０．０８６９５４６２

－０．０８７１７５４７

－０．０８９０１０４０

－０．０９０００３５２

－０．０９３６７５０５

－０．０９５２７３６３

－－０，１０７３７５８４

－０．１１３８５９０９

－０．１２４１２５９８

－０．１３１６９８７４

変

　

数

　

名 人

　

数
１ 十 ．

ＭＯＴＯＴ１

　　　

３

ＥＳＥＫ０

　　　　

３

ＧＯＮＮ０

　　　　

３

ＫＥＮＫＢＴＵ

　　

３

ＭＯＥＲＵ

　　　　　

３

ＢＴＯＤ０

　　　　

３

ＮＡＮＴＳ０

　　　

３

ＹＯＯＳＢ

　　　　

３

ＡＮＡ

　　　　　　

３

ＨＵＳＳＢ

　　　　

３

ＺＡＢＡＲＡ１

　　

３

ＷＡＴＡＭぬＳ１

　

３

ＳＡＫＵＺＵ

　　　

３

ＨＥＮＫＡＫＢＳ

　

３

ＡＮＡ

　　　　　　

２

２２

７

２１

２３

１９

３９

３３

２９

２２

３８

５９

６９

８６
７１

４４

０．１２２３００１２

０．１１８６９６１７

０，１１１１１５２８

０．１０５２４９２７

０，０９９８１６３２

０．０９９・７２４６６

０．０９６９０２９６

０．０９０２２７４３

０．０８９８７８２８

０．０８８３１０７５

０．０８５０８７４１

０．０７５７０９４３

０．０７２９６９９３

０．０６９３０１４１

０，０５７９３２２４

ＨＯＩＴＹ０

　　　

２

ＮＡＧＯ１

　　　　

２

鵬 曹ＡＲＩ

　　

Ｉ
ＨＥＮＫＡＪくＥＳ

　

１

ＹＯＧＱＭＯＲＩ

　

Ｉ
ＳＡＫＵＺＵ

　　　

Ｉ

ＨＯＴＯＲＵ

　　　

Ｉ

ＳＩＮＡＫＫ０１

　

２

ＴＵＭ旧ＧＩＲＵ

　

Ｉ

ＮＩＢＡＢＯＫ１

　

２

ＫＡＫＡＲＡＳ１

　

２

ＮＩＢＡＢＯＫＩ

　

Ｉ

ＫＡＫＡＲＡＳＩ

　

Ｉ

ＮＡＧ０工

　　　　

Ｉ

ＨＯＩＴＹＯ

　　　

Ｉ

６６

６２

１３６

１３３
１３０
１３９

４５

６７

９７

３１

５４

９７

３６

６０

３５

－０，０３５０１６６９

－０．０３６２２５０４

－０．０３６２６６３５

－０．０３８１１２２５

－０，０３９８２７８６
－０．０４０５２７１４

．

－０．０４０９６２９５

－０，０４１６７７１６

一０．０４２８４４９７

－０，０４３１９９３５

－０，０４３７１４７１

－０．０４４３９２５７

－０．０４４７２３３２

－０．０４６６２１５０

－０．０５２３７２０７

１４



小野米一：多変量解析法による言語変容の試験的研究

３．

　

０．０

　

８

　

３１０４

　

２

　

３

　　　　　　　

０，２

　

８８

　

２

　

７

　

８

　

０５

４．

　

０．０

　

８１３

　

８１９

　

０

　　　　　　　

０．２

　

８

　

５

　

２

　

７

　

５１

　

３

５，

　

０．０

　

６

　

２

　

５

　

８

　

７

　

６

　

２

　　　　　　　

０．２

　

５

　

０１７

　

５１７

６．

　

０．０

　

５

　

７

　

３

　

４７

　

６１

　　　　　　　

０．２

　

３

　

９

　

４

　

７

　

３

　

６

　

０

７．

　

０．０

　

５

　

５１９

　

３

　

２１

　　　　　　　

０．２

　

３

　

４

　

９

　

３

　

２

　

３

　

６

８，

　

０．０

　

５１０

　

７

　

５１９

　　　　　　　

０．２

　

２

　

５

　

９

　

９

　

８

　

２１

（

　

以

　

下

　

略

　

）

であった。 ここにいう固有値とは相関係数の２乗値であって、 統計的にみて説明力をあらわす数値

だとされている。固有値の大きなものは、すなわち相関係数の高いものは、 事態それ自身を少数の

軸で説明してしまっていることになり、 説明力が高い。 この場合、 第１軸の固有値は０．３４であるか

ら、非常に大きな説明力をもっていると言える。 第２軸も０．１８で、わりあい高い。 第３軸以下は値

が低く、 だらだらと低下していくので、 小さな意味しかもたない。 つまり、 第１軸と第２軸とで、

主要な特性を説明することができる。 それぞれの軸のもつ意味については、 われわれが解釈しなく

てはならない。

　

さて、 第１軸と第２軸とに関して、 それぞれ、 特に大きな値をとるものと特に小さな値をとるも

のとをとり出すと、 第３表、 第４表のようである。

　

いま、 第１軸をタテ軸、 第２軸をヨコ軸として相関図

　

ＳＣＡＴＴＥＲＧＲＡＭ を作ると、 第１図がえ

がかれる。

　

これによると、 「３」 「２」 「１」 という３つの グループが、 はっきりと峻別されている。 すな

わち、 「３」 は第１象限に、 「２」 は１１・１１１象限に、 「１」 は第Ｗ象限に分布する。 第１象限にお

いてタテ軸・ヨコ軸の値が大きくなるほど「３」 の特性は顕著になり、 小さくなるほど不明確にな

る。 同様に、 第亘・皿象限においてタテ軸の値が大きくなるほど、 ヨコ軸の値が小さくなるほど、
「２」 の特性が顕著になり、 第Ｗ象限においてタテ軸・ヨコ軸の値が小さくなるほど「１」 の特性

が顕著になる。

　

さらに重要なことは、 それぞれのグループ内の１語１語が位置を与えられていることである。 そ

れによって、 たとえば 「３」 のグループ内では 「モトチ」 「エセコ」 「ゴンノ」 「ケンケツ」 など

の譜は 「３」 の特性の高い語であり、 「シナッコイ」 「カカラシイ」●「ホイチョ」 「ホトル」 など

は 「３」 の特性の低い語であることがわかるとともに、 「ヘソカケス」 と 「ゴンダモチ」 との間に

一線をひいて 「３」 の内部を２グループに、 あるいはもっとこまかに分類をほどこしていくことが

できる。 「１」 や 「２」 についても同様である

　

さらに、第１軸から第５軸までのそれぞれについて、 個人スコアが出力されるので、 属性と結び

つけての分析が可能である。 （Ｐ．１２， 第３図参照。）

　

第３軸・第４軸・第５軸については、 ここにとりあげることを省略する。
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に

　

つづいて、 第２・第３

　

０第４・第５の演算をおこなって、 全データの一住の分類をこころみた。

その変数リストをここに掲げる。 属性変数は第］の作業と同じく、 ＡＧＢ から

　

ＳＥＩＫＡＴＵ まで の

２２項目である。 （Ｒ３参照。）

第２の作業：
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（ノ・イニ

　

″

　

）

（アクバイニ

（タンパイニ

（タンカラニ

（タンガラニ

（ガラニ

（アクニ薪灰）

（ノ・イニ

　

″）

（アクバイ＝

　

″

、 ′ ′

　 　

、 ノ

　 　

、 ノ

　 　

、 ノ

　 　

、 ノ

″

　

）

（バレイショ）

（ジャガイモ）

（トオキビニとうもろこし）

（トオキミ＝

　　　　　　

）

　　　　

　　　　　　　　

　

（トオモロコシ）

（コノケニ眉毛）

（コオノケ＝

　

″

　

）

（マイゲ）

（マユゲ）

（オガルニ成長する）

（オエルニ

　

〃

　　　

）

（ノビル）

（オオキクナル）

（オギクナル）

（シアサッテニ明々後日）

（ゴアサッテ＝

　

″

　　

〕

（ヤノアサッテ＝

　

〃

　

）

（ヤナアサッテ＝

　

″

　

）
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ｓＩＡＳＡＴＥ５

　　

（ヤナサッテニ明々後日）

　　

ＹＡＮＡＳＡＴ３

　

（ヤノアサッテ；明々々後日）

ＹＡＮＡＳＡＴ１

　

（シアサッテニ明々々後日）

　

ＹＡＮＡＳＡＴ４

　

（ヤナアサッテ・ヤ労サッテ＝〃）

ＹＡＮＡＳＡＴ２

　

（ゴアサッテ＝

　　　　　　

）

　

ＹＡＮＡＳＡＴ５

　

（言わない）

第４の作業：

　　　

ＭＯＴＡＧＥＲ

　

Ｉ

　　　

ＭＯＴＡＧＥＲ２

　　　

ＭＯＴＡＧＥＲ３

　　　

ＭＯＴＡＧＥＲ４

　　　

ＭＯＴＡＧＥＲ５

　　　

ＫＡＧＵＩ

　　　

ＫＡＧＵ２

　　　

ＫＡＧＵ３

　　　

ＯＫＩＹＯ

　

Ｉ

　　

ＯＫＩＹ０２

　　

ＯＫ工Ｙ０３

　　

ＯＫＩＹ０４

　　

ＯＫＩＹ０５

　　　

ＩＫＵＩ

　　　

ＩＫＵ２

　　　

ＩＫＵ３

　　　

ＩＫＵ４

　　　

ＩＫＡＮＡ工

　

Ｉ

　　　

ＩＫＡＮＡ１２

　　　

ＩＫＡＮＡ１３

　　　

ＩＫＡＮＡ１４

　　

ＨＯＮＹＯＭＵ

　

Ｉ

　　　

ＨＯＮＹＯＭＵ

　

２

　　　

ＨＯＮＹＯＭＵ

　

３

第５の作業：

ｓＹＵＺＴＵＩ

ｓＹＵＺＴＵ２

　

，

ｓＹＵＺＴＵ３

ｓＹＵＫＤＡＩ

　

Ｉ

ｓ郡ＫＤＡ１２

ＳＹＵＫＤＡ１３

ＺＹＵＧＹＯＯ

　

Ｉ

ＺＹＵＧＹＯ０

　

２

ＺＹＵＧＹＯ０

　

３

ＭＡＴＴＩ

　

Ｉ

ＭＡＴＴ１２

ｓｌト旧ＵＮ２

（タンガク＝持ち上げる）

　　　　　

　　　　　　　

　

（タナク＝

　　　　　　　

）

（タナグ＝

　　　　　　　

）

（モチアゲル・モチヤゲル）

（カムニにおいをかぐ）

（カ マ ルニ

　　　

″

　　

）

（カグ）

（オキロ）

（オキレ）

（オキヨ）

（オキナ）

（オキナサイ）

（ング＝行く）

（エグニ

　

〃

　

）

（イ グニ

　

″

　

）

（イク）．

（イカンニ行かない）

（イ ガネニ

　

″

　　

）

（イカネエニ

　

〃

　

）

（イカナイ）

（本ヨム〕

（本バョム）

（本ノョム）

（シジツニ手術）

（スズツ＝

　

″

　

）

（シュジュツ）

（シクダイニ宿題）

（スクダイニ

　

〃

　

〕

（シュクダイ）

（ジギョオ＝授業）

（ズギョオニ

　

″

　

）

（ジュギョオ）

（マッチ２拍）

（マッチ３拍）

（新聞２拍）

ＨＯＮＹＯＭＵ４

ｓＥＹＯ

　

Ｉ

ｓＥＹ０２

ｓＥＹ０３

ｓＥＹ０４

ｓＥＹ０５

ＩＫＥＲＵ

　

Ｉ

ＩＫＥＲＵ

　

２

工ＫＥＲＵ

　

３

ＩＫＥＲＵ４

ＩＫＥＲＵ５

ＫＵＲＥＢＡＩ

ＫＵＲＥＢＡ２

ＫＵＲＥＢＡ３

ＫＵＲＥＢＡ４

ＫＵＲＥＢＡ５

ＯＲＩＲＵ

　

Ｉ

ＯＲ工ＲＵ２

ＯＲＩＲＵ３

ＴＡＫＮＲＡ

　

Ｉ

ＴＡＫＮＲＡ

　

２

ＴＡＫＮＲＡ

　

３

ＴＡＫＮＲＡ４

ｓｌ巽旧ＵＮ３

ｓ工ＮＢＵＮ４

ＧＡＫＫＯ０２

ＧＡＫＫＯ０３

ＧＡＫＫＯ○４

ｓＹＯＧＡＴＵ２

ｓＹＯＧＡＴＵ３

ｓＹＯＧＡＴＵ４

ｓＹＯＧＡＴＵ５

ＨＡＳＩＡＩ

ＨＡｓＩＡ２

ＨＡＳＩＢＩ

（本オョム）

（シロ）

（シレ）

（ス レＪ

（セ）

（シナ）

（イケル）

（イケレル）

（イカエル）

（イカサル）

（イクニイイ・イクニエエ）

（コイベニ来れば）

（コェバ＝

　

″

　

）

（コレバニ

　

〃

　

）

（ク し′り

（クバ）

（オチル＝降りる）

（オジルニ

　

″

　

）

（オリル）

（高イバニ高いなら）

（高イ ダバコ

　

″

　

）

（高イダラニ

　

″

　

）

（高イナラ）

（新聞３拍）

（新聞４拍）

（学校２拍）

（学校３拍）

（学校４拍）

（正月２拍）

（正月３拍）

（正月４拍）

（正月５拍）

（ノ・シニ箸）

（ノ・シニ″）

（ノ・シニ橋）
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ＨＡＳＩＢ２

　　

（ノ・ジニ橋）

　　　　　　　　　

ＳＵＺＵＲＡＮ１

　

（スズラン）

ＰＯＰＵＰＡ１ （ポプラ）

　　　　　　　　　　

ＳＵＺＵＲＡＮ

　

２

　

（スズラン）

ＰＯＰＵＲＡ２ （ポプラ）

　　　　　　　　　　

ＳＵＺＵＲＡＮ３

　

（ススヌラン）

ＰＯＰＵＲＡ３ （ポプラ）

　　　　　　　　　　

ＳＵＺＵＲＡＮ４

　

（スズラン）

以上の演算はすべて変数を言語事象に限ったものであった。 それに対して、 属性をも変数のなか

にとりいれて演算したらどうなるか。 それが第７の作業である。 （第６の作業についてはいまとりあげ

ない。） 変数リストおよび属性変数リストは次のとおり。

ＶＡＲ工ＡＢＬＥＳ＝ＡＧＥ，ＧＡＫＵＲＥＫ１ｑ，７）／ＧＥＮＥＲＡＴＮ，ＬＡＮＤ１

　

ＴＯ

　

ＬＡＮＤ４（１，

　　　　　　　　　

５）／ 日Ｅ１ＥＫ１，ＫＯＳＹ〇１くＵ，ＫＴＢＡ１ＴＥ１

　

Ｔ〇

　

ＳＥ１ＫＡＴＵ，Ｎ工ＢＡＢ〇Ｋ１，

　　　　　　　　

日〇Ｔ〇ＲＵ，ＮＡＧ〇１，Ｓ１ＢＡＲＥＡ１，ｓ１ＢＡＲＥＢ１，ＫＹＡＢＥＴＵ１，

　　　　　　　　

ＢＡＲＥＳＹ〇１，ＫＡＧＵ１，１ＫＡＮＡ１１，１ＫＡＮＡ工２，日〇ＮＹ〇ＭＵ１，

　　　　　　　　

ＳＥＹ〇１， Ｔ０

　

ｓＥＹｏ５，１ＫＥＲＵ５，ＫＵＲＥＢＡ１，ＳＹＵＫＤＡ１１（１，３）／

　　　　　　　　　

ＳＥＸ，ＳＥ１ＮＥＮＩく，ＧＮＫＹ〇１ＫＵ，ＫＴＢＺＵＫＡ工，ＭＴＡＴＴ１２，ＳＵＺＵＲＡＮ１

　　　　　　

（１，２）／

ＡＴＴＲ１ＢＵＴＥＳ＝ＯＣＣＵＰＡＴＮ，ＹＯＧＯＭＯＲ１ＴＯ

　

ＳＡＫＵＺＵ，Ｍ工ｚＯＲＥ１ ＴＯ

　

Ｍ１ＺＯＲＥ５，
ＺＹＵＧＹ〇〇１

　

Ｔ〇

　

ｚＹＵＧＹ〇〇３，ＧＡＫＫ〇〇２

　

Ｔ〇

　

ＧＡＫＫ〇〇４，
ＰＯＰＵＲＡＩ

　

ＴＯ

　

ＰＯＰＵＲＡ３

これによって求められた相関係数は、
ＥＩＧＥＮｍＬＵＥ

　　　　　　　　

Ｅ器 閣輸瀦卒Ｎ

Ｉ． ０．１ ８

　

０

　

３

　

２

　

２ １９

　　　　　　　　　　　　

０．４

　

２

　

４

　

６

　

４

　

３

　

６

　

０

２．

　

０，１４

　

２

　

６

　

９５１６

　　　　　　　　　　　　

０．３

　

７

　

７

　

７

　

５

　

０１４

３．

　

０，１０

　

７１７

　

３

　

６

　

６

　　　　　　　　　　　　

０．３

　

２

　

７

　

３

　

７

　

３

　

８８

４．

　

０．０

　

８１３

　

４７

　

７

　

９

　　　　　　　　　　　　

０，２

　

８５

　

２１５

　

３

　

３

５．

　

０，０

　

７

　

０

　

４

　

４

　

３

　

４

　

６

　　　　　　　　　　　　

０． ２６

　

５

　

４１１８８

６，

　

０，０

　

６

　

２

　

６

　

０

　

６

　

３

　

０

　　　　　　　　　　　　

０． ２５

　

０

　

２１２

　

５

　

０

７．

　

０ ０

　

６１５

　

７５

　

０

　

６

　　　　　　　　　　　　

０，２４８１４

　

３

　

２

　

２

８．

　

０ト０

　

５

　

４８

　

７

　

７

　

４

　

５

　　　　　　　　　　　　

０．２

　

３４

　

２

　

５

　

９

　

３６

（以下略）

となった。 第１軸と第２軸とについて、 それぞれ特に大きな値をとるものと特に小さな値をとるも

のとを示せば、 第５表、 第６表のごとくである。 また、 第１軸と第２軸について相関図ＳＣＡＴＴ－

ＥＲＧＲＡＭを作ると、 第２図のようになる。

　

これによってみると、 第１軸は「共通語化」に関する軸と考えられる。 正の方向を「革新的」、
負の方向を「保守的」と呼んでもよい。 「革新的」な色採の濃いものとしては、 年令１ （１２～１９才）

・２（２０～２９才）、 学歴７（大学卒）・６（新制高卒）・４（新制中卒）、 第４世・第５世、 父母

の出身地がともに豊頃町以外の北海道内であること（次いで、 母の出身地は豊頃町内で父の出身地

は二宮、 母の出身地が二宮）、 家庭内でも近所でも
″標準語〃で話すという意識を有すること、 な

どが挙げられる。 シバレル （Ａ寒さがきびしい） ・シバレル （Ｂ手拭が寒さでかちかちになる） は

ともに 「２ （知っているが使わない）」 の段階にとどまり、 「３ （使う）」 ではなくなっている。

逆に、 保守的な傾向をとる条件としては、 学歴１ （無） ・２（尋常小卒）、 年令７ （７０才以上）

・６（６０才台） ・５（５０才台）、 出身地は本人・配偶者とも福島県、 父・母が福島県、 世代は第１
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世．第２世、 家庭内では
″方言〃で話

しているという意識を有すること、 などが挙げられる。 イガ

ネ （行かない）、 セ （せよ）、 カイベッ （キャベツ）、
ゴショイモ （馬鈴薯）、 ニバボキ （摘み取

ったり刈り取ったりしたあとに出る芽）、 ナ
ゴイ （なれなれしい） などが、 保守的傾向の強い人々

に使用されている。

第５表

　

＃７， 第１軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第６表

　

＃７， 第２軸

変

　　

数

　　

名 人数 ２

ＧＡＫＵＲＢＫ１

　

７ （大学卒）

ＳＢＹ０４ （セ）

　　　　　　

２

ＳＢＹ０３ （スレ）

　　　　　

２

＝くＥＲＵ ５ （行クニイイ）

　

２

工ＫＡＮＡＩ１

　

（行カン）

　　

２

１ＫＡＮＡ１２

　

（行ガネ）

　　

２

ＳＢＹ０５ （シナ）

　　　　　

２

ＳＹＵＫＤＡＩ１ （シクダイ）２

ＫＵＲＢＢＡ１

　

（コイバ）

　

２

ＳＢＹ０２

　

（シレ）

　　　　

２

ＫＡＧＵ１ （においをカム）２

ＳＢＹＯ１

　

（シロ）

　　　　

２

ＫＹＡＢＥＴＵ１ （カイベツ） ２

ＫＴＢＡＩＴＥ４ャ１（旅汰へ方笥

ＨＯＮＹＯＭＵ１ （ホンョリ

　

２

３

９０

８３

６１

１００

９６

７９

４２

８１

８２

３１

６３

９３

３

４９

０．０７３６９９２８

０．０５６６０３３２

０，０５４８０１５９

０．０５２１７２６５

０．０４９２８８２９

０，０４６９０７２６

０．０４４１５８０８

０．０４２８９０７８

０．０４２８１０２４

０．０４０４２７１１

０．０３７６５２Ｅ３４

０．０３７５２７３１

０，０３６９２５０６

Ｕ．０３６０９４９５

０．０３２７４４０３

ＬＡＮＤ１ （父の出身地）

　

３

１ＫＡＮＡＩ１ （キテカン）

　　

Ｉ

ＳＢＹ０ ５ （シナ）

　　　　

１

ＩＫＡＮＡ工２ （行ガネ）

　　

１

ＩＫＢＲＵ５

　

（行クニイイ） Ｉ

ＬＡＮＤ

　

３

　

（本 の出寝地）

　

５

ＫＵＲＥＢＡ１ （コイバ）

　

１

ＨＯＮＹＯＭＵ１ （ホンヨム） ｉ

ＳＢ ０２

　

（シレ）

　　　　

Ｉ

ＳＩＢＡＲＥＣ１ （シバレル） Ｉ

ＢＡＲＥＳＹＯ１（ゴショイモ）

　

Ｉ

ＫＹＡＢＥＴＵ１ （カイベツ）Ｉ

ＳＥＹＯ １

　

（シロ）

　　　　

Ｉ

ＳＩＢＡＲＥＡ１ （シバレル）

　

Ｉ

ＳＩＢＡＲＢＢ１ （シバレル） １

８

１５３

１０７

１４０

１２３

８

１１０

９４

ｌｏｌ

５８

６４

５２

３７

６

２５

－０．０３９１０７１３

－０．０４４０２０２３

－‐０，０４４０２８４１

－０，０４４４８８４１

－‐０，０４６３２６８５

－０．０４７１２３２４

－０．０５４７７３４３

－‐０．０５６４９７９６

－‐０．０６１８３７１７

－Ｑ０７２４０５７９

－０．０８４３２１３３

－‐０．０８９３２８３５

－０．１００５５２８５

－。・１０９００６５５

－０．１１２４１３３４

変

　　

数

　　

名 人数
１ １

ＳＩＢＡＲＥＡ１（シバレル）

　

２

ＳＩＢＡＲＥＢ１（シバレル）

　　

２

ＡＧＥ１（１２～１９才）

ＧＡＫＵＲＥＩ口７（大学卒）

ＮＡＧＯ工 （ナゴイ）

　　　　

Ｉ

ＧＥＮＢＲＡＴＮ４ （第４世）

ＬＡＮＤ２

　

（母の出身地） ４

ＬＡＮＤ１ （父の出身地） ４

ＫＴＢＡＩＴＥＩ－３（家庭内澱享瑞着）

ＧＡＫＵＲＢＫ１６

　

（新制高卒）

ＨＯＴＯＲＵ （ホトル）

　　

１

ＧＡＫＵＲＢＫ１４ （寿怖り中卒）

ＬＡＮＤ２

　

（母の出身地） ３

ＬＡＮＤ１

　

（父の出身地） ２

ＫＡＧＵｉ

　

（にお心をカム）２

１３

１３

５７

３

６０

７７

３２

２０

３１

１４

４５

１０５

３２

９７

３１

０．０９０７９０２０
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－０，１０９９２０９９

　

第２軸は言語に関する 「理解語桑」 の軸であろう。 ここでは言語 「１ （知らない）」 がマイナス

の高い値をとって、 きわだったグループを作っている。
それに対して 「３ （使う）」 と 「２ （使わ

ないが知っている）」 はともにプラスの値をとる。 「３」よりも「２」 のほうが値が大きいのは、

この軸が 「ｉ」と「２」との対比を示すものだからであろう。 言語以外の属性は、 第２軸に関して

はめだった特色をみせていない。
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小野米一：多変量解析法による言語変容の試験的研究

言語および属性のそれぞれについて細分類が可能なことは、 第２図をみれば、 ただちに了解せら

れるところであろう。

第３・４・５軸については論及することを省略する。

５

　

ＨＡＹＡＳ１

　

３

　

のプログラムでは、 オプションおよび統計の指定によって、 ケースごとの個人スコ

アが出力される。 この個人スコアを利用して、 年令差、 世代差、 性別差、 家族ごとの異同、 親子・

兄弟・夫婦等の異同、 外住経歴や社会的関心・学歴・言語意識等との相関などについて、 こまかに

分析することができる。 第］軸をタテ軸、 第２軸をヨコ軸として相関図をえがいたのが第３図であ

る。

　

図上には個人ごとの年令・性別・世代を示した。１４ｆ４は１４才・女・４世、８２ｍ２は８２才・男・

２世のｒことである。

〔むすび〕

　

以上のように、 数量化理論第３類の導入によって、 これまで単純には整理できなかった、 大量の

データにもとづく言語分析に、 整理の道がみいだされたわけである。 言語研究において多変量解析

を用いる例はあまり知らない。 今後、 そういう方向についての考察を深めてゆきたいと考えている。

＜付

　

記＞

　　

ささやかな報告であるが、これができるまでには、 じつに多くのかたがたのご厚意をかたじけのうした。

　

豊頃町二宮のみなさまのあたたかいご協力があったことを、 第一に銘記しなくてはならない。ＳＰＳＳ

　

につ

　

いては、京都大学三宅一郎氏の学恩による。本学地理学教室の岡本次郎教授には、 私のために、 どれほど多

　

くの時間と労力をさいて、 ご指導・ご助言をたまわったことか。 記して、 心からの謝意を表する。

　　

なお、小稿は昭和４６年度北海道科学研究費による研究の一部であり、 北海道大学大型計算機センターの

　

ＳＰＳＳ

　

を利用したものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１９７４，３， ２３

　

稿）

＜追

　

記＞

　　

成稿後、林氏の数量化理論第３類による分析を実践した、 次の文献をみることができた。

　　　　

ａ江川清 「多変量解析の社会言語学的調査への適用例

　　

鶴岡市における共通語化の調査資料を用い

　　　　　

て一冊」、国立国語研究所『ことばの研究剛 第４集、ＰＰ，２１４ ２９、昭和４９年３月。

　　　　

ｂ野元菊雄・江川清「パターン分類による音声の分析－－鶴岡市における共通語化の調査から－－」、

　　　　　

国立国語研究所 『電子計算機による国語研卯』Ｖ１、ＰＰ。１８一３６、昭和４９年５月。

　　　　

ｃ国立国語研究所『地域社会の言語生活－－鶴岡における２０年前との比較－－』、３３２Ｐ、 昭和４９年

　　　　

１０月。

　　

ａは言語研究における多変量解析法の適用の意義を論じ、ｂはじっさいに音声関係の調査項目について解

　

析をおこなった。ｃはそれらを含めて単行本としたもので、 いずれも、示唆に富む有益な文献である。

　　

なお、 北大大型計算機センターでは、昭和４９年１１月、ＦＡＣＯＭ２３０一６０ から７５へのきりかえにより、演算

　

時間は約６倍にスピードアップされた。
（１９７５， １。２８， 初校のさいに）

小野

　

米一（本学助教授・旭川分校）

２３


